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子ども未来塾の課外授業として、英語に慣れることを目的としたKid’s　Englishを 毎週金曜日で年間33回を開催している。
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● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

○子どもの居場所づくりとなるだけでなく、ゲストティーチャー等による専門的な指導による体験学習などを通じて、子どもの学習意欲が
高まっている。
○地域住民の協力を得ながら、閉校となった学校を利活用することにより、地域の活性化につながっている。

● その他

○毎年１回目に「開塾式」を実施し、参加児童にきまりや年間計画について説明するとともに、保護者説明会を実施し、スムーズな運
営ができるようにしている。
○大学や調理師学校、ＮＰＯ法人等からゲストティチャーを招き、専門的な立場からの指導による体験学習を実施している。
○元教員が教育活動サポーターとなっており、教員の体験を活かして京都市内で校外学習を実施するなどしている。
○取組の様子を地元のケーブルテレビを通じて知らせたり、フェイスブックなどを通じて積極的に発信をしている。

参考URL http://make-takayama.com/

●連絡先
特定非営利活動法人 摩気高山の郷振興会
京都府南丹市園部町宍人市場１１１

 0771-62-2275

●
活
動
の
概
要
・
経
緯

・南丹市立小学校再編整備計画に基づき、再編統合され閉校することになった南丹市立旧摩気小学校の利活用を通じた地域振
興を図るために、平成27年度にＮＰＯ法人「摩気高山の郷振興会」が設立される。
・旧摩気小学校を地域全体の学びの場にしたいとの思いから、園部地域の小学校の児童を対象に、平成27年度から南丹市教育
委員会と連携しながら「摩気高山子ども未来塾」を実施
・５年目となる今年度は、国語・算数・理科・英語・音楽の学習や体験活動などを中心に、年44回のプログラムが組まれている。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

○「漢字学習」…希望者には漢字検定試験に向けた学習プログラムを実施
○「ゲストティーチャーの指導による理科学習」…大学やＮＰＯ法人と連携し、実験などを実施
○「ゲストティーチャーによる体験学習」…料理の先生を招いた「古代マコモ料理実習」や「和食お作法体験」を実施
○「校外学習」…京都市青少年科学センターや京都鉄道博物館の見学や製菓工場で和菓子実習を実施
○「外国人留学生との交流」…外国人留学生を招き、児童が太鼓のたたき方を教えたり、こんぺいとうづくり体験を一緒にしたりした。

【実施に当たっての工夫】
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摩気高山子ども未来塾　～ほんものにふれる楽しい学び～

京都府南丹市
●活動名 ●関係する学校名

摩気高山子ども未来塾 南丹市立園部小学校 南丹市立園部第二小学校   
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